
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】

空気流が、 蓋の
中に配置した抵抗と接触して加熱され、溶融金属による含浸の前にフィルターを横切るこ
とを特徴とする 容器。
【請求項２】
フィルターが、アルミナ砂利を主材とするフィルター床であることを特徴とする請求項１
に記載の容器。
【請求項３】

ヒータが、３０ｍｍ未満の直径を有することを特徴とする請求項１または２に
記載の容器。
【請求項４】

ヒータが、少なくとも１０ｋＷ／ｍ 加熱長 放散する加熱部を有することを
特徴とする請求項１から３のいずれか一項に記載の容器。
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下部を支持格子で支承されたフィルターを配置した囲壁と、濾過すべき溶融金属を前記フ
ィルターに送る供給手段と、濾過された溶融金属を排出する手段と、前記フィルターの外
部に配置した第１加熱装置とを含む、フィルターを用いた溶融金属の濾過用容器であって
、フィルターの近傍で、溶融金属を供給する手段または排出する手段のうちの少なくとも
一方の中に配置した第２加熱装置を備えており、第２加熱装置が、４０ｍｍ未満の直径と
少なくとも５ｋＷ／ｍの加熱長で放散する加熱部とを有して浸漬される少なくとも一つの
ヒータを含み、第１加熱装置は、容器の蓋の中に配置した抵抗を含み、 該

、濾過用

浸漬される

浸漬される の で



【請求項５】
第２ 装置が、溶融金属取り入れ管路中に設置されることを特徴とする請求項１から４
のいずれか一項に記載の容器。
【請求項６】
溶融金属が、フィルター内を下から上に循環することを特徴とする請求項１から５のいず
れか一項に記載の容器。
【請求項７】
第２加熱装置が、フィルターの支持格子の下に設置されることを特徴とする請求項１から
６のいずれか一項に記載の容器。
【請求項８】
請求項１から７のいずれか一項に記載の濾過容器を使用する、アルミニウムまたはその合
金およびマグネシウムまた その合金の濾過方法。
【発明の詳細な説明】
技術分野
本発明は、フィルター（特にアルミナ砂利床）上における、特にアルミニウムまたはその
合金、さらにはマグネシウムまたはその合金等、溶融金属の濾過用容器であって、特別な
加熱装置により性能が向上した濾過用容器に関する。
技術の現況
アルミニウムまたはその合金等の溶融金属は、鋳造を行う前に濾過する必要があること、
またこの濾過は、通常、アルミナの砂利床で行うことができることは周知である。
通常、砂利濾過床は、より粗い砂利から成る二つのより薄い保持層にはさまれた、充分な
厚さを有する本来の意味での濾過層を含む。床は容器中に入れられ、溶融金属が上部から
供給され、濾過された後、下部から排出される。容器の底部に空隙を残すようにするため
、通常、床は格子に載せる。
濾過を行う前のろ床の加熱は、床を容器に入れる前に炉内に移動させることにより行う。
この加熱作業は、床に溶融金属が浸透した状態を保っている濾過停止期間中の床の温度維
持と同様、床の上部に配置したバーナ、および／または、例えば、壁面の内部に埋め込ま
れた抵抗、あるいは床にも濾過溶融金属にも接触しないよう壁面の外部に配置した抵抗に
よる、容器の壁面を介した加熱によって行うことができる。
当業者は通常、濾過中の溶融金属の流れを乱し（優先通路の危険）、その結果濾過品質を
低下させないようにするため、フィルター床内部に加熱装置を挿入することを禁じられて
いる。
このような輻射および／または伝導による加熱方法では、結果として、床の加熱時間が過
剰となったり、溶融金属注入前の予熱床（長時間の加熱後も含む）においても、濾過停止
に対応する温度維持時間中の溶融金属が充填された床においても、温度勾配が過大になる
。温度勾配は、例えば少なくとも１００℃程度であり、数日間の予熱後であっても最低温
度点と最高温度点の間では２００℃近くに達することがあり、６時間以上の溶融金属温度
維持時間後では、少なくとも５０℃程度である。
欧州特許出願 EP 0490371号は、目の粗い第１フィルターと、次いで目の細かい第２フィル
ターとを含むタンク内を通過する濾過すべき溶融金属の、別の加熱方法を記述している。
この方法は、濾過すべき金属が確実に液体となるようにするため、供給オリフィスの近傍
、目の粗いフィルターの上流側で溶融金属中に浸漬された、電気式とすることのできる加
熱要素（２０）を含む。
このような温度勾配が問題の原因となっている。例えば床の最低温度は、その温度以下で
は、床への初回含浸時に溶融金属を凝固させ、フィルター床への含浸不良をきたし、ある
いは金属間化合物の沈澱をきたす危険のある、したがってフィルターの目詰まりおよび鋳
造金属の品質低下をきたす可能性のある限界値よりも高くなければならない。が同時に、
最高温度は、有害なスラグを発生させる溶融金属の著しい酸化を、したがって汚染および
鋳造金属の品質低下をきたす限界値を上回ってはならない。
以上のような経緯から、出願人は、設置した加熱出力および／または加熱時間を過度に増
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大させず、常に鋳造金属の温度を管理しながら、これらの欠点を解消する手段を研究した
。
特に、出願人は、予熱時間中（注入前）、特に溶融金属を含浸させた床の温度維持時間（
濾過停止時間）中に最低温度点と最高温度点（例えば最下部と最上部）の間の温度勾配を
少なくするあるいはなくすための研究を行った。
出願人はまた、温度維持時間中に発生するスラグの量を減少させることにより、特に停止
時間後の濾過金属の品質を向上させるための研究を行った。
発明の説明
本発明は、下部が支持格子で支承されたフィルターを含む囲壁と、濾過すべき溶融金属を
前記フィルターに送る供給手段と、濾過された溶融金属を排出する手段と、前記フィルタ
ーの外部に配置した第１加熱装置とを含む、フィルター上での溶融金属の濾過用容器であ
って、フィルターの近傍に、溶融金属を供給する手段または排出する手段のうちの少なく
とも一方の中に配置した第２加熱装置を含むことを特徴とする濾過用容器であり、第２装
置が、４０ｍｍ未満の直径を有する少なくとも一つのヒータと、少なくとも５ｋＷ／ｍ加
熱長を放散する加熱部を含む。
本発明はあらゆるフィルターに適用されるが、特に、フィルターが、正しく加熱すること
が非常に困難である、通常アルミナ砂利を主材とするフィルターである容器に適用される
。ただし、フィルターが、同種の問題を有するセラミックフォームフィルター（ｃｅｒａ
ｍｉｃ　ｆｏａｍ　ｆｉｌｔｅｒ）（ＣＦＦという名称で知られている）である容器にも
適用される。
供給手段および排出手段は、溶融金属を通過または循環させる従来の手段であり、通常、
管路、樋、チャンバ等を含む。加熱装置は通常、電気抵抗方式である。
第１装置は、上述の如く、フィルターおよび溶融金属の外部に配置した従来の装置とする
ことができる。第１装置は特に、囲壁の壁面に埋め込んだ抵抗または外部との接触点に配
置した電気抵抗を含むことができる。
しかしながら、第１装置は容器の蓋の中に配置した抵抗、より有利には、容器を溶融金属
で充填する際に抵抗が浸漬されるようにフィルターの近傍に配置した（例えばサーミスタ
型の）抵抗を含むことができることが好ましい。その場合、第１装置は容器の上部に位置
する。これらの装置は、前記抵抗を、溶融金属で含浸する前にフィルターを横断し加熱す
る空気流に接触させる手段で補完および補強することができることが好ましい。この加熱
空気流は、フィルターを通過した後、付属の加熱装置内で再度予熱し、前記抵抗と接触し
て再循環させることができる。この追加補強装置により、同時に媒体の加熱時間とその熱
勾配を少なくすることができる。
フィルターを支承する支持格子は通常、溶融金属を循環させるため、フィルターの下の容
器の底部に自由ゾーンが残るようにして囲壁内に設置される。
従って、本発明による第２加熱装置も同様にフィルターの外部に設置され、溶融金属が容
器に注入された後は、溶融金属の中に浸漬される。第２加熱装置は通常、容積が小さい。
前記第２装置は、第１装置のフィルターの近傍に配置した前記抵抗と同様、溶融金属を通
過させる手段内に位置し、収率および加熱効率向上させるため、できるだけフィルターの
近くに配置する。従って第２装置は、例えば隔壁や分離装置等、どんな遮蔽によってもフ
ィルターから分離されないように設置することが好ましい。
第２装置は、当然のことながらフィルターのごく近傍の、濾過すべき溶融金属を供給する
手段の中に設置するのが非常に有利であり、それにより、溶融金属がフィルター内に浸透
する時、極めて正確かつ調整可能な方法で溶融金属の温度を制御することが可能となる。
この時、第１装置は濾過された溶融金属の出口側に位置し、それにより両方の装置間の熱
の分布が改善され、特に前記の濾過された溶融金属の排出の制御が改善され、また不良品
のないより高品質の鋳造を実現することが可能となる。
特に、既存の容器を改造せず、また容器内の溶融金属の動きを増加させないため、前記第
２加熱装置は小型であるのが有利である。好ましくは３０ｍｍ未満の小径の、溶融金属に
浸漬可能な加熱部を含む、少なくとも一つのヒータを使用するのが極めて有利である。こ
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の加熱部は通常、耐熱物質内に埋め込んだ電気抵抗と、絶縁体と、熱良導体とを含み、こ
れらの全体が、例えばアルミナ、ジルコニア、アロン、シアロン、ＡｌとＭｇの混合酸窒
化物、および窒化物等の溶融金属に対する強度を向上させるため、好ましくは焼結セラミ
ック製の熱良導体外被に収納される。
加熱部は、取り扱い及び電気的接続に使用するブッシュにより、容器の外部に延びる。
小径の加熱部を使用しても散逸出力は高くすることができ、それにより容器の性能を向上
させることが可能である。加熱部の出力は好ましくは１０ｋＷ／ｍよりも大きく、有利に
は２０ｋＷ／ｍに達するあるいはそれを上回ることもある。このような高エネルギーフラ
ックスの条件下でも、重大な酸化の危険を伴う溶融金属の過熱が見られないのは驚くべき
ことである。
本発明による濾過容器は通常大型で、主にアルミニウムまたはその合金を処理するのに使
用されるが、マグネシウムまたはその合金を処理するのにも使用される。
フィルターがアルミナ砂利床である場合、この床は、より粒度の粗い二つの隔離床の間に
含まれる、所望の濾過を行うのに充分なほど細かい粒度の本来の意味でのフィルター床を
含み、これらは全て支持格子で支承されている。
媒質への溶融金属の供給は、供給管を使用して上部から行うことができ、濾過された金属
は下部から排出される。しかしながら、本発明による容器は、溶融金属が下から上に循環
する下部からの供給に特に適し、その場合、一方の加熱装置は、容器の底部に向かってフ
ィルターのごく近傍で支持格子の下に、前記フィルター内に入る溶融金属内に次第に浸漬
させるのが有利であり、他方の加熱装置は、容器の上部に濾過された金属の出口に配置す
る。このピストン式の輸送方法により、濾過媒体の機能開始時における溶融金属による濾
過媒体の含浸が改善されるだけでなく、自然デカンテーションにより濾過すべき粒子がフ
ィルター内に留まる傾向があるため、濾過の一様性も改善される。
第１図は、本発明による濾過容器を示す図である。
（１）が容器の囲壁であり、（２）が二つの粗い砂利層（３）の間に保持される砂利濾過
床であり、その全体が、格子を囲壁の底部から分離し溶融金属を通過させる空間（１２）
を残すため格子（４）に載せてある。床の上には、第１加熱装置（５）があり、溶融金属
を注入する前にフィルター床（２、３）を予熱し、あるいは濾過停止時間中に前記床およ
びその溶融金属充填物を一定温度に維持するため、例えば抵抗（６）を容器の蓋内に置く
ことができる。
別の種類の第１装置を使用することも可能である（図示せず）。これは、例えば前記壁面
に埋め込んだまたは前記壁面の外部に配置した抵抗を使用して、囲壁の壁面を通る伝導ま
たは輻射により床を加熱するものである。
第２加熱装置は、フィルター床（２－３）の支持格子（４）の下に位置する空間（１２）
に配置した二つのヒータ（１１）で表される。
本発明の好ましい実施形態によれば、（７）に達した濾過すべき溶融金属は、管路（８）
によりフィルター床の下側に導かれ、下から上に向かって濾過され、精製物は（９）で排
出される。上から下に向かって濾過を行うことも可能であり、その場合ヒータは、溶融金
属内でフィルター床の頂部の近傍に配置するが、床の下流側の格子の下に置くことも可能
である。
フィルター床の予熱を向上させるため、前記の如く、開口部（９）から囲壁内に送り込ま
れ、前記のように予熱され、次いでフィルター床（２－３）を横切り、排出用開口部（１
０）から排出される空気流を抵抗（６）に接触させることが可能である。（１０）から排
出される空気を再循環させ、付属の予熱装置（図示せず）内でその空気を予熱し、前記の
如く囲壁内に再度送り込むことにより、結果をさらに向上させることが可能である。
このように、溶融金属に浸漬し、前記の如く好ましくは濾過すべき金属の供給装置内に位
置する、少なくとも一つの予熱手段を必ず含む本発明による容器により、第１加熱装置（
５－６）だけでなく、フィルターの上流側または下流側に位置する第２加熱装置をも用い
てフィルターを予熱することができる。その場合、空気の循環による強化装置を使用しな
くてもよい。このようにして、加熱時間を少なくしながら、まだ含浸されていないフィル
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ター内での熱勾配を少なくすることができる。
フィルターを溶融金属で含浸する段階においても、加熱装置が金属の供給側に位置するた
め、この容器により、金属が媒質内に浸透するのに応じて浸透金属の温度を調節すること
ができるので、予熱後も媒質内に残っている可能性のある熱勾配の影響をなくすことがで
きる。従って、均一な温度の金属充填物が得られる。さらに、この容器により、含浸また
は濾過段階から出た金属の温度の精密な制御を行うことができ、その結果、下流側に位置
する加熱装置により、鋳造時のあらゆる問題および不良品の発生を防止することが可能で
ある。
しかしながら、この容器により特に、溶融金属が濾過媒質と第２加熱装置の双方に同時に
浸漬する温度維持段階において、第１装置（５－６）がもたらす加熱分を減少させつつ、
充填金属内の温度勾配をほぼ完全になくすことが可能である。このように加熱分を減少さ
せることにより、休止時の金属の表面酸化が著しく減少し、その結果、鋳造部品の品質を
低下させるスラグによる汚染も著しく減少する。その一方、温度勾配が消失することによ
り、金属が高温であることに由来する鋳造の諸問題が解決する。
このように、本発明は、予熱時の利益に加え、通常、濾過された溶融金属の極めて良好な
温度均一性を実現することにより、フィルターの使用における一時的段階（含浸、停止後
の再始動）に特に利益を有する。したがって、鋳造金属の品質が向上する。
また本発明により、含浸段階中でも、濾過操作中でも、あるいは二つの濾過操作の間でも
、フィルターへの溶融金属の出入温度を極めて正確に制御することが可能であり、それに
より非常に高品質な鋳造金属が得られるとともに、鋳造作業が簡単になりかつ改善される
。
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